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l廠灯台記念日

〃　狩りょう解禁

2日万国郵便記念

日

3日文化の日

8日立冬

9日大瓶膵採用記

念日

11日他界平和記念

15日七五三硯

〃　家庭の日

務田勤労感謝の日

〃　新穀感謝祭

〃　小電

飾臼秋季火災予防

週間始まる

町民　の動き

遠
賀
中
学
校

鉄
筋
随
喜
講
堂
落
成

生
防
止
と
人
命
旗
俊
郎
故
の
絶
滅
を
期

㌻
る
こ
と
各
自
的
L
与
る
。

二
、
築
凝
期
閲
　
十
一
月
一
一
十
六
円
か

ら
十
二
月
二
日
ま
で

三
、
全
国
一
せ
い
実
施
窮
境

㈹
　
わ
が
家
の
燐
火
総
点
検

S
　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ぽ

こ
の
防
止

㈲
　
暖
蕩
藁
の
正
し
い
使
い
方

㈲
∴
妨
災
規
制
の
徹
底

敬
老
会
盛
大
に
腿
さ
る

昭
和
四
十
四
年
十
二

月
十
七
日
第
一
期
工
謡

に
漬
工
以
来
ニ
ケ
年
継

懸
薬
で
実
施
さ
れ
た

遠
賀
中
学
校
堅
鼠
胱
堂

改
築
工
疎
は
本
年
十
月

二
十
日
に
金
工
部
を
終

え
、
近
代
的
慈
見
に
溢

れ
た
設
計
と
商
慶
な
技

術
に
よ
り
克
郎
な
講
堂

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
町
民
の
蔑

と
共
に
お
慶
び
申
し
上

げ
る
と
同
時
に
本
秋
葉

の
推
進
に
絢
協
力
戴
き

ま
し
た
関
係
者
の
方
々

老
人
福
祉
の
一
端
と
し
て
去
る
十
月
二

十
元
日
、
遠
賀
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
敬
老
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
三
四
名
、
女
三
四
七
名
計
至
ハ
一

名
の
窯
業
読
福
し
ま
し
た
。

県
知
華
か
ら
八
十
七
才
以
上
の
方
へ
記

念
品
の
曹
宗
行
な
わ
れ
、
本
町
で
の

最
高
令
者
広
波
割
田
サ
ヨ
ノ
さ
ん
（
明

治
十
二
年
十
二
月
一
日
生
）
ほ
か
一
四

一
名
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
又
遠
賀
郡
挫

の
御
苦
労
に
対
し
心
か
ら
お
礼
－
計
画
し

上
げ
ま
す
。工

事
瓶
要

「機造
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
進
平
家
建

二
、
両
親

六
三
二
、
九
九
が

三
、
霊
数

講
堂
1
、
控
窒
1
、
便
所
2
、
倉
厚

ェ
、
護
箋
ュ
、
そ
の
他

四
、
総
工
郭
費

三
六
、
六
〇
二
、
九
重
ハ
円

享
設
計
薮
諸

様
式
会
社
西
鵡
設
計
部
落
所

六
、
誠
負
業
者

主
体
工
部

高
山
麺
淡
株
式
会
社

換
気
工
郎

第
一
工
業
株
式
会
社

銅
製
建
具
工
郵

昭
和
鋼
態
榛
式
会
社

窮
令
婿
殺
袋
形

広
渡
古
松
ユ
キ
M
6
・
2
・
6
9
6
才

本
年
度
接
帯
令
春
枝
表
彰

尾
崎
平
野
源
五
郎
M
望
9
・
3
0
9
1
才

浅
木
副
聞
サ
ヨ
ノ
N
望
平
⊥
5
0
才

島
津
大
場
ク
マ
ノ
M
1
3
・
1
・
ュ
5
0
0
才

秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間

司
る
ぶ
な
い
　
消
し
忘
れ
　
切
り
忘
れ
』

「
目
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
た
り
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防

こ
の
運
動
は
、
火
災
多
発
期
を
迎
え
る
　
火
意
識
の
向
上
を
は
か
り
、
火
災
の
発

千
代
丸
　
永
田
サ
ク

M
1
3
・
6
・
⊥
7

虫
生
餌
　
毛
利
輩
二
郎

M
1
3
・
ユ
・
釦

米
寿
者
（
八
十
八
才
）



お
い
し
い
「
米
」
は
刈
取
後
の
作
業
か
ら

一
、
脱
穀

0
　
脱
穀
若
急
ぎ
過
ぎ
て
能
率
本
位

に
な
る
と
、
籾
を
損
傷
し
、
脱
ぶ
米

や
砕
米
も
多
く
な
る
の
で
、
扱
胴
の

規
定
回
転
数
を
守
る
怒
。
脱
ぷ
米
や

傷
投
は
軽
焼
時
に
胴
割
れ
が
発
生
し

や
す
く
、
生
脱
穀
時
の
脱
ぷ
米
は
惑

欝
米
に
な
り
易
い
。

⇔
　
掬
を
無
通
気
状
態
で
堆
辞
し
た

班
会
、
玄
米
が
変
質
し
な
い
貯
蔵
の

安
全
限
界
日
数
は
、
温
度
・
湿
度
に

よ
っ
て
異
る
が
頼
晦
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

汝
含
水
率
（
形
）
　
⊥
7
　
⊥
8
　
1
9
　
2
0

1
人
　
　
2

安
全
限
界
日
数
（
日
）
　
2
5
～
5
0
　
1
5

～
如
　
⊥
5
　
⊥
0
　
3
～
5
　
1

コ
ン
バ
イ
ン
は
よ
る
脱
穀
時
の
籾
水

分
は
2
2
房
を
越
す
場
合
が
あ
り
、
や

け
米
に
な
り
易
い
の
で
特
に
注
悪
を

要する。

㊤
　
脱
穀
に
当
っ
て
は
、
わ
ら
暦
や

彊
付
き
籾
、
し
い
な
等
が
混
入
し

な
い
享
つ
に
遠
別
に
注
意
す
る
。
わ

ら
属
な
ど
が
多
い
と
乾
燥
時
に
む
ら

乾
燥
に
な
り
や
す
く
、
し
い
な
等
が

多
い
と
籾
招
時
に
選
別
不
良
に
な
り

易い。
二
、
経
旗

0
　
水
分
測
定

①
　
軽
爆
む
ら
、
過
蛇
嬢
及
び
駈
塊
不

足
に
よ
る
口
質
低
下
の
な
い
よ
う
に

測
定
器
を
使
用
し
て
、
乾
燥
前
、
乾

燥
後
の
水
分
を
適
確
に
つ
か
み
、
塵

米
の
品
質
改
聾
を
は
か
る
。

②
　
水
分
測
定
器
の
取
扱
い
は
領
唖
に

行
な
い
、
故
駈
塵
、
種
油
消
耗
度

に
注
意
し
、
常
に
滑
潔
に
保
つ
。
使

用
前
に
は
管
内
食
箋
所
の
標
準

器
等
で
較
髪
を
補
正
す
る
。

⑤
乾
燥
む
ら
を
考
慮
し
て
、
資
料
の

採
取
位
陸
に
注
意
し
、
採
取
点
数
も

多
く
と
っ
て
測
霞
差
の
な
い
よ
う

に
す
る
。

④
　
乾
燥
終
了
時
の
籾
水
分
は
、
〇
㌢

の
ぶ
を
目
標
と
す
る
。

日
　
生
籾
や
不
良
籾
の
取
扱
い

①
　
生
脱
穀
し
た
水
分
の
多
い
籾
は
、

や
け
米
発
生
防
止
の
為
、
直
ち
に
乾

燥
し
て
1
8
形
軽
度
ま
で
水
分
を
落
す

必
要
が
あ
る
。

⑧
　
乾
燥
灘
の
容
量
不
足
で
予
備
乾
燥

で
き
な
い
場
合
は
、
短
時
間
な
ら
袋

の
口
を
密
封
せ
ず
に
町
い
て
お
く

か
、
あ
る
い
に
薄
く
（
1
0
磐
養
）

抜
け
て
籾
の
発
熱
を
防
止
す
る
。

①
　
や
け
米
や
穂
発
芽
時
の
不
良
籾

は
、
別
に
処
理
し
、
良
質
籾
と
混
入

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

三
、
乾
燥
機
販
扱
い
の
一
般

的
な
注
意

①
能
燥
旗
の
据
付
必
所
は
、
機
械
が

沈
下
し
な
い
乎
な
劫
所
を
選
び
、
送

風
機
は
空
気
の
流
通
の
良
い
所
で
南

側
か
西
側
の
日
の
当
る
場
所
に
謹
選

す
る
。
「
度
籾
の
由
を
適
っ
た
湿
っ

た
排
気
は
再
び
送
風
機
に
流
れ
込
ま

な
い
よ
う
に
す
る
。
乾
燥
後
の
籾
の

取
出
し
を
野
威
し
て
取
出
口
の
位
遍

を
定
め
る
こ
と
。
た
て
型
な
ど
は
、

機
械
が
壁
に
接
近
す
る
L
舞
気
か
憑

く
な
る
の
で
最
壁
ハ
〇
線
は
離
す
。

②
　
ベ
ル
ト
の
張
り
は
適
当
に
す
る
。

③
　
火
炉
の
取
扱
い
は
仕
様
審
通
り
と

し
、
油
洩
れ
や
不
完
全
燃
焼
の
な
い

よ
う
に
し
、
作
薬
前
に
は
必
ら
ず
保

安
占
稔
を
行
な
い
、
カ
ー
ボ
ン
付
着

米
や
酒
臭
米
を
出
し
て
ほ
な
ら
な

④
　
乾
嫌
終
了
の
籾
は
ム
シ
ロ
な
ど
で

覆
い
、
外
気
に
当
て
な
い
、

⑤
　
乾
燥
旗
の
周
囲
は
燃
え
易
い
も
の

の
な
い
よ
う
に
し
、
火
災
に
注
意
す
る

四
、
静
電
式
琵
媒
稔
の
預
り

扱
い

①
　
籾
の
張
込
量

平
型
で
は
堆
薗
厚
さ
は
四
〇
部
以
下

に
、
均
平
に
棲
み
込
み
、
壁
の
同
園

は
少
し
度
目
と
す
る
。
生
瀬
の
場
合

は
三
〇
倣
以
下
が
良
い
。
立
型
で
は

籾
の
量
に
よ
り
上
部
の
籾
の
埋
さ
が

興
る
の
で
、
周
遊
調
節
板
に
よ
っ
て

調
節
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑧
送
風
長

平
型
の
上
蔀
に
置
い
た
三
〇
龍
位
の

新
聞
銭
が
二
～
三
線
位
の
高
さ
に
浮

く
程
度
が
良
い
。
生
瀬
の
場
合
は
風

最
の
多
い
方
か
乾
燥
む
ら
も
少
な
く

な
る
の
で
五
～
一
〇
∽
舞
い
上
る
程

度
が
良
い
。

⑧
　
親
風
温
度

熱
風
温
度
は
一
妓
的
に
は
　
（
裁
。

○
）
を
上
限
と
す
る
脱
穀
方
法
が

悪
く
、
籾
の
中
に
脱
ぷ
粒
が
多
く
ま

じ
っ
て
い
る
と
き
は
、
極
力
低
い
温

度
で
ゆ
っ
く
り
韓
か
し
、
胴
割
れ
の

発
生
を
防
ぐ
。
生
籾
の
場
合
は
低
温

で
も
乾
嬢
速
度
が
早
い
の
で
、
熱
風

温
度
は
上
げ
な
い
こ
と
。
乾
燥
終
了

前
に
は
、
熱
風
温
度
を
下
げ
て
　
（

総
。
○
）
を
上
限
と
し
、
関
係
湿

度
も
四
〇
着
を
下
限
界
と
す
る
。

④
　
乾
燥
む
ら

生
馨
簾
の
場
合
に
は
掬
の
上
層
と

下
層
と
で
は
か
な
り
の
水
分
差
が
み

ら
れ
る
。
生
椒
乾
嫌
の
吻
合
は
三
～

四
時
間
に
一
回
程
度
か
く
は
ん
す
る

と
乾
奴
む
ら
が
少
な
く
な
る
。
乾
燃

後
の
籾
は
、
十
分
に
縄
辞
し
て
ム
シ

口
篭
で
覆
い
、
一
昼
夜
位
政
経
す
る

と
、
水
分
は
か
な
り
平
衡
す
る
。

⑪
　
蝿
嬢
の
は
や
さ

毎
彊
減
率
は
〇
・
五
～
〇
・
七
劣

位
で
あ
る
。

⑤
　
余
熱
乾
燥
と
吸
湿

姥
嬢
終
了
直
後
の
籾
水
分
は
、
籾
毅

お
よ
び
玄
米
内
部
と
外
部
で
は
か
な

り
の
差
が
あ
り
、
既
嬢
直
後
に
玄
米

水
分
を
測
定
し
て
も
真
の
値
は
示
さ

な
い
。
さ
ら
に
、
親
自
身
の
熱
に
よ

っ
て
も
多
少
乾
燥
が
進
行
す
る
。
余

熱
乾
燦
は
、
気
象
、
保
存
法
な
ど
に

よ
っ
て
異
る
が
、
乾
燥
彊
後
よ
り
〇

・
五
着
前
後
進
む
。
乾
煤
塵
後
に
玄

米
水
分
を
測
定
し
て
乾
燥
終
了
時
刻

を
決
め
る
場
合
、
こ
の
余
熱
麗
嬢
を

考
慮
し
な
い
と
迫
醇
嫌
に
な
る
。
ま

た
、
紡
錘
喧
後
の
温
か
い
籾
を
ム
シ

ロ
覆
い
等
を
す
る
こ
と
な
く
、
外
気

に
枝
盛
す
る
と
、
逆
に
〇
・
五
前
後

吸
湿
し
、
隔
割
れ
が
増
え
る
の
で
注

窓
を
襲
す
る
。

五
、
循
環
式

乾
燥
機
の
取
扱
い

①
一
般
的
窪
意

砧
水
分
の
籾
は
、
そ
れ
自
体
流
動
性

が
わ
る
い
上
に
、
爽
雑
物
の
多
い
も

の
は
壁
間
に
再
選
別
す
る
。
バ
ー
ナ

ー
操
作
や
循
環
の
操
作
な
ど
は
、
操

作
前
に
入
念
に
取
扱
説
明
輩
を
擬

む。①
　
熱
風
温
度
風
塵
や
循
環
方
法
な

ど
に
よ
っ
て
品
質
を
劣
化
さ
せ
る
限

界
の
熱
風
過
投
が
変
り
種
含
水
率
と

低
含
水
率
の
も
の
と
で
は
変
っ
て
く

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
型
式
に
つ
い
て
説

明
弁
に
示
す
熱
風
温
度
は
絶
対
に
越

え
て
は
な
ら
な
い
。
軽
倣
模
容
盛
に

対
し
、
処
理
軽
の
少
な
い
場
合
は
熱

風
温
暖
を
低
く
し
品
質
の
劣
化
を
防

く
。
説
明
書
に
あ
る
熱
風
温
疫
で
乾

燥
し
、
胴
割
れ
の
状
況
等
を
調
べ
運

転
条
件
を
記
録
に
と
ど
め
て
、
運
転

方
法
を
自
分
で
確
立
す
る
こ
と
も
乾

擬
運
転
に
熟
練
す
る
た
め
に
は
必
要

で
あ
る
。

⑪
乾
燥
の
は
や
さ
等
膀
軽
減
率
は

〇
・
八
～
一
・
〇
位
で
あ
る
。

消
費
生
活
苦
情
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

本
年
度
四
月
か
ら
消
識
者
行
政
の
一

環
と
し
て
、
消
費
生
活
面
に
お
け
る
苦

情
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
本
町
に
消
費

生
活
苦
俄
相
談
員
を
鞍
蛭
致
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
左
記
に
よ
り
御
利
閤
下
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
相
談
日
毎
月
十
五
日
（
午
前
十
時

～
午
後
五
時
迄
）
と
し
ま
す
。

当
日
が
日
曜
日
又
は
祭
休
日
の
…
突
出
は

翌
日
と
し
ま
す
。
日
常
の
受
付
輩

は
役
場
経
済
課
経
済
係
で
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

二
、
相
談
員
　
花
田
ハ
ツ
エ
（
遠
賀
町

千
代
丸
町
婦
人
会
長
）

井
口
タ
ケ
子
（
遼
萄
町
避
詣
川
）

三
、
苦
価
相
談
の
内
容

消
質
年
酒
の
苦
伸
一
檀
…
・
町
民
の
方

々
は
ど
な
た
で
も
気
軽
に
細
相
接
下
さ
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旧　伴 �％ 11．1 �　′′ 85．4 �　％i ＿＿塾二王－ � 

千代丸 �25．9 �69．9 �　　入　Ll 95．86 

島∴津 �21．2 �74．6 �95．83 � 

鬼　津 �21．6 �73．2 �84．80 � 

血生津 �27．4 �67．0 �94．4 � 

上別府 �12．0 �81．6 �93．6 � 

若　松 �20．7 �72．1 �97．86 � 

松の木 �29．4 �62．9 �92．3 91．0 1－＿ 

浅　木 �10．5 �80．5 

別　府 �14．7 �75．5 �90．2 � 

今古賀 �8．1 �80．7 �88．8 �－ 

老∴良 �12．5 �76．0 �88．5 � 

藷 
」、　㌧ � � 

尾∴崎 �6．4 �79．1 

遠鎮川 � �） 　81．6 

木　管 �10．0 �70．7 

通∴留 �4．0 �46．5 

町平均 �13．7 �75．6 �〈8中 

区　　　分 �3　等 �4　等 �5等米の 占める率 �得∴点 �氏　　名 �組合名 

柳0倭以上 �′／ �′′ �％ （0．4） －0．2 �119．2 � �＿旦＿塑＿ 

1位 �（40．0） 60．0 �（59．4） 59．4 ���江藤健次脇 

2位 �（40．7） 」迫LL （37．0） ＿＿堅正一 19） �（58．1） 58．1 �（11） －0．5 �」些迫 」塑二王 118．0 �別田　新蔵 �浅　木 

（63．9） 62．9 � �� �土壁堕＿ 

（56．1） 56．1 �（19） �� �＿蓬＿杢＿ （4． 62．8 ��－0．9 ��田中　拉隆 

100倭以上 � � � � � � 

1位 �（100） ＿一週L （98．0） 124．5 � � �150 �三社＿＿＿坦＿ 唾＿ �鬼　津 

2位 ��（2．0） 2 � �149 ��〃 

（83．0） 124．5 �（17．0） ＿上し （19．2） 19．2 � �＿些＿ 140．2 �入江∴∴孝 �砦＿墜－ 

（80．7） 121．0 �� ��富野　　保 �虫佐津 

（78．1） 117．1 �（21．8） 21．8 � �138．9 � �兇∴津 

50儀以上 � � � � � � 

1位 �（97．1） 145．6 �（2．8） 2．8 � �148．4 �薬　　一利 �＿塑＿漣＿ 

（87．1） 130．6 �（12．8） 12．8 � �143．8 �井口護一郎 �＿趣を＿ 

（80．0） 120 �（20．0） 20 � �140．0 � �護∴松 

昭
和
四
十
四
年
産

良
質
米
生
産
表
彰
を
実
施

遠
賀
産
米
改
薄
速
効
の
豪
と
し
て

賞
賛
町
、
醤
郡
農
薬
協
同
組
合
、
賀

賀
町
も
み
す
り
組
合
の
共
催
に
よ
る
良

質
米
生
産
鬱
の
賞
状
授
与
式
を
去
る

十
月
九
日
須
賀
都
築
協
同
組
合
本
所

で
行
な
い
、
主
な
表
彰
結
果
及
び
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
団
体
の
部

旧
解
毒
組
合

千
代
丸
生
産
組
合

患
漣
生
産
組
合

二
、
個
人
の
部

売
渡
米
二
〇
〇
俵
以
上

一
位
　
江
藤
健
次
郎

二
位
∴
割
田
　
新
穀

売
渡
米
一
〇
〇
俵
以
上

一
位
　
二
村
　
寛

二
位
∴
今
土
久
米
蔵

売
渡
米
五
〇
倭
以
上

一
位
∴
秦
　
一
広

（
注
）
昭
和
四
十
四
年
産
米
に
限
り
売

渡
米
（
農
協
集
荷
済
）
四
等
以
上
の
上

位
米
の
占
め
る
割
合
で
表
彰
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
来
上
位
等
級
米
と
は
三
鴛

米
以
上
を
言
っ
の
で
あ
り
ま
す
。
三
等

米
で
い
け
ば
一
位
松
の
本
生
産
組
合
、

二
位
虫
生
津
生
産
組
合
の
順
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

．
良
質
米
生
産
の
が
ん
と
こ
ろ
／

㈹
適
期
刈
取
を
励
行
し
よ
う
。
（
熟

れ
す
ぎ
防
止
）

の
取
謹
聴
乾
燥
議
の
運
転
技
術
の

向
下
。
㈲
猿
害
籾
の
別
処
理
を
徹
底

し
よ
う
。
㈲
米
の
能
嫌
を
適
正
に
し

ま
し
ょ
う
。
（
玄
米
水
分
一
三
・
五
～

一
四
・
五
形
）
　
㈲
米
の
選
別
を
ま
く

し
よ
う
。
（
属
米
・
請
来
・
死
米
等
の

除
去
）
　
㈲
量
目
を
正
し
く
確
保
し
よ

う。
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第7回遠質郡10キロ

ロードレース大会

1　期　日

12月13日（日）10時00分出走

2　コース

一飯（高校生“昔年・大学生含

む）　10キロ

中学生　5キロ

3　参加者　遊覧郡民であること

4　申込締切11月30日まで

5　申込先

遠賀町穀宙委員会時務馬

以上のとお川棚はれますので蒲

って参加して卜三年、。

狐ん薦報町

人
権
相
談
所
開
設

こ
の
た
び
左
記
の
と
お
り
「
無
料
人

権
相
談
新
」
を
開
き
、
接
桜
の
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
関
越
に
つ

い
て
お
困
り
の
方
は
こ
遠
慮
な
く
ど
相

談
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。

記

一
、
日
時
　
十
二
月
八
日
午
前
十
時
か

ら
牛
後
三
時
ま
で

二
、
場
所
∴
遠
賀
町
公
民
館
（
広
間
）

三
、
相
談
担
当
者
、
法
務
局
減
員

人
権
擁
護
委
員

四
、
相
談
の
内
容

○
人
権
及
び
法
律
に
関
す
る
相
談

○
人
権
に
関
す
る
問
題
、
借
地
借
家

に
関
す
る
問
題
、
土
地
建
物
の
売

買
、
金
銭
貸
借
等
契
約
に
関
す
る

問
題

○
離
婚
相
続
等
身
分
に
関
す
る
問
題

○
変
通
密
教
に
関
す
る
問
題
、
そ
の

他
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
実
施
に
つ
い
て

○
期
間
　
十
月
二
十
日
～
十
二
月
十
日
∴
∴
∴
∴
和
露
川
　
香
取
医
院

ま
で

○
場
所
　
（
町
内
匪
院
）

広
　
波
∴
背
柳
匪
院

別
　
府
　
古
都
医
院

今
古
賀
　
村
田
医
院

種
痘
接
穂
延
期
に
つ
い
て

九
月
十
日
発
行
の
町
誠
に
で
連
絡
し
て

お
り
ま
し
た
稲
嘘
は
延
期
致
し
ま
す
。

子
宮
癌
、
胃
癌
検
疹
実
施
に
つ
い
て

カ
ナ
ダ
農
業
訓
練
生

募
集
に
　
つ
　
い
　
て

海
外
移
壁
用
薬
園
で
次
の
と
お
り
訓
練

生
を
薫
果
し
て
お
り
ま
す
。

誼

一
、
引
受
団
体

ポ
テ
ト
・
グ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ

イ
ン
ョ
ン
（
ア
ル
パ
ー
タ
ー
州
）

二
、
報
醐

一
ケ
月
　
二
五
〇
ド
ル
（
カ
ナ
ダ
円

三
三
〇
円
）

三
、
期
間
ニ
ケ
隼

田
、
応
募
締
切

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
二
十
日

五
、
渡
航
時

昭
和
四
十
六
年
三
月
末

六
、
蜜
格

e
　
蜜
霞
上
又
は
中
卒
後
通
算
三

ヶ
年
問
以
上
の
農
薬
関
係
研
修
機
関

攣
i
署
で
、
且
つ
農
薬
に
従
事
し
、

英
語
に
対
す
る
基
礎
的
理
解
力
の
あ

る着。㊧
年
令

灘
十
八
才
以
上
二
十
五
才
迄

㊧
　
心
身
共
に
健
全
な
者

㊨
○
身
長
〓
ハ
○
部
o
 
O
体
重
五

十
五
偽

○
胸
囲
身
長
の
抜

○
背
筋
力
一
四
〇
向

○
肺
活
量
　
四
、
0
0
0
∞
あ

る
看

な
お
必
襲
謡
類
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は

役
餓
経
済
課
又
は
海
外
移
住
薬
園
福

岡
県
琵
所
（
福
岡
市
天
神
一
ノ
一
県

庁
内
、
T
E
L
福
岡
（
0
9
2
（
七
四

～
八
八
吾
一
）
へ
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

ガ
ン
は
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
る
が
、

治
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ガ
ン
の
冷
媒

は
「
早
期
発
見
、
早
期
治
療
」
が
き
め

て
で
す
。
は
じ
め
何
の
暫
藤
も
な
い
の

で
、
い
つ
の
問
に
か
ガ
ン
に
冒
さ
れ
て

い
る
現
合
が
多
く
、
悪
く
な
っ
て
病
院

に
行
っ
て
も
手
遅
れ
に
な
り
ま
す
。
こ

ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
隼
に
一
～
二

回
カ
ン
の
検
診
を
受
け
て
安
心
し
て
楽

し
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
い
た
し
ま

し
ょ
う

一
、
子
宮
癌
検
診
日
　
十
一
月
三
十
日

○
料
金
　
三
〇
〇
円

二
、
慰
留
検
診
日
　
十
二
月
十
日

○
料
金
　
六
8
円

※
申
込
み
と
同
時
に
料
金
を
収
め
て
下

さい。

一
〇
〇
万
円
で
一
九
〇
〇
円
（
年
間
）

の
建
物
共
済
に
加
入
し
よ
う

農
業
転
職
者
相
談
の

実
施
に
　
つ
　
い
　
て

本
町
建
物
推
進
偽
蕊
套
（
繋
共
済
所

管
）
は
左
記
に
よ
り
秋
期
火
災
シ
上
ス

ン
に
備
え
、
安
く
て
高
額
の
財
産
保
管

の
で
き
る
、
短
期
建
物
共
済
の
推
進
を

致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

多
数
勧
加
入
下
さ
る
綴
、
お
奨
め
し
ま

す。

己

一
、
対
象
物

蕩
（
住
宅
、
納
屋
、
物
踵
、
ア
パ
ー

ト
、
倉
庫
、
農
作
薬
指
、
話
合
）
小
農

費
等二

、
共
済
都
政

火
災
、
落
雷
、
破
裂
ま
た
は
爆
発
、
航

空
機
の
つ
い
落
、
労
働
争
議
に
よ
る
斌

雷
、
車
輌
の
衝
突

三
、
共
済
掛
金

一
〇
万
円
で
一
九
〇
円
、
万
単
位
で
加

入
で
き
ま
す
。

（
総
合
共
済
も
あ
り
ま
す
）

四
、
窓
口

町
役
場
経
済
課
で
受
付
け
て
お
り
ま

す。陶
、
詳
細
は
区
長
、
生
産
組
合
虞
、
濫

発
共
済
評
価
姿
見
に
お
た
ず
ね
下
さ

富
諸
価
値
の
変
鯉
に
強
く
、
少
額
掛

金
で
建
物
油
揚
に
対
応
で
き
る
、
短
期

共
済
で
心
の
筆
墨
を

、
・
．
ヽ
ノ
ー
一
・
．
1
－
　
・
l
，
三
一
1
；
．
一
…
・
l
、
．
・
－
－
′

本
年
慶
十
月
か
ら
鵜
薬
転
職
者
（
家
・

世
帯
ご
み
の
離
農
、
個
人
と
し
て
の
競

農
、
転
戦
）
の
苦
情
粕
験
に
応
じ
る
た

め
、
八
幡
公
共
職
業
安
定
所
管
内
に
一

名
の
農
薬
転
職
者
専
門
の
相
談
員
が
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
よ

り
せ
い
ぜ
い
と
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。記

一
、
相
談
日

毎
月
十
日
と
し
ま
す
。
但
し
当
日
が
、

日
曜
日
叉
は
祭
休
日
の
晴
は
翌
日
と
し

ま
す
、
日
常
の
受
付
連
絡
等
は
役
場
経

済
課
経
済
係
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、
相
談
内
容

農
薬
転
職
者
に
対
す
る
相
談
（
家
、
個

人
と
し
て
の
饗
、
睦
蛾
等
の
閲
題
）

三
、
相
談
員

八
幡
公
議
薬
安
定
悪
日
内
相
滋
賀
、

畑
空
拳
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
、
避
萄
町

議
発
貴
会
副
会
崖
、
遮
賛
町
廃
業
共

済
評
価
会
員
）



叫　報　　め　　ん　　か　　　　　　　　　　昭和45年11月10日発行

昭和46年度

職　業　訓　練　生　募　集
，面1，両IIIlmIilI順I仙川i面相同相…相同順一1回．1面．一I潮時面I相聞周…臨I相…間Ii“同lIilI面Illrl川剛腕一il間

1　趣　旨

職業訓離法にもとすいて国が設置し国の委託をうけて経営する職業訓練施

設で、身体障害者の能力に適応する訓練科目について必要な塞再建知轍およ

び嶺髄を習得させて更生を図ることによりその人の職業および生活を安定

させ、もって経済の発展に寄与することを目的としてく1る0

2　訓練内容

科　　目 �定員 �期∴嗣 �　　　　　） 陣∴∴書　の程度∴同席 

20 �1㌧：1： �上肢芹 でも良 ��側の機能酪1秒饉寒な者軽度の煙擬‖ い色盲片側上肢の前贈以上の切断はi �男　女 

25 30 �〃 〃 �片側上下肢が良く惑いガでも震えがないこ∴∴女 と軽度の擬態でも良い色盲は不同です 

軽刷刷科 ��� ��宰乱視∴色盲傭船陣雷で体に堪使 えがある者は不i台jです �男∴女 
で �L 

10 �iはイ ��　　I：ス　i 者は蘭、上肢離常体麿臨書の重度な者 毒 ��男 

15 �〃 �l片側上下腹囲雷∴旗壇の‾一語滴霊∴煙陵でな ��� 1　　　7、父．」＝lpi1－ ければ良い強度の視力郎’書は木蘭です ��� 

20 �〝 〃 �面松葉機使用韻l妻の柳」臨書∴雄略手照 iの暗黒者は不向です ���男∴女 

30 ��、∴∴∴∴∴∴十一 

3　人襟資格

（1）訓繊こよって習得する毅術により，就職を望んでいる者で職業訓練を受

けることに熱意を有する三富。

（2）身体障害者で伝染病疾患や滞和郎雷がなく医療管理および介護を必嬰

とせず、団体生活に支障がないと認められる者で、希揺する科目に訓

練が可能な者（県内、県外）男女を・問いません。

国立県営　福岡身体障害者職業訓練校
北九州市小倉区裁崎町　2　番1番

窺　語㊨2600・2602　郵便番号　802

（3）義務教育修了の者、またはこれと同種按：の学力を有する者。

（4）全盲、ろう、あ者でなく、補助器等の使用で訓練に支障がなく確実

保証人があって、入校中の責任が持てる者。

4　応募手続

入較希望者は必ず所睦の職業安定所に相談して下さい。

（1）入較頼歯、診断密（所詮のもの）

（2）返信用封筒〔本人の住所氏名表記の上、切手をはりつけたもの）

（3）写真（全身、名刺型、iE面無帽3カ月以内撮影のもの）

（4）最終学校卒業証明荘C新学卒者及理容、疎務科志望の者）

（斬務科は前校卒業督及びこれと同程度の学力を有する者が望ましい）

（5）レントケン写真（6×6・糊で可）促、理容科志望のみ

（6）入横瀬聾は安定所に提出して下さい関係盛類は安定所にあります0

5　入校選考

願持締切日）入　校∴遷‥　誇　月　日　時 合格発表i　選考場所

薙2周囲146年2月：謂（内1日）10時車齢月翻l当　校

（1）出国書類による文搬選考ならびに身体検査と簡単な考査及び面接o

（2）選考の隙は保護者同伴の上、徳器用典、中食を持塗して下きいo

（；i県外からの応募者については、もよりの職業安定所でd澱選考するの

で1月末日まで願事を鍵出して下さい0

6　入校日　昭和的年4月10日10時

7　修了目　昭和47年3月25日



日 雀・の 

「：：∴：∴：：： 
∴　∴∵：　∴：「 

あ
な
た
は
ど
の
型
？

●
懇
話
は
、
あ
な
た
の
人
相
の
す
べ
て
で
す

『
で
ん
わ
上
手
は

現
代
人
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
』

電
話
の
か
け
そ
こ
な
い
は

か
け
る
側
の
お
人
柄

ち
ょ
っ
と
左
の
嚢
を
こ
ら
ん
く
だ
さ

こ
れ
は
北
九
州
の
四
十
五
年
四
月
卒
ら

六
月
ま
で
の
三
か
月
岡
、
摂
露
が
一
回

で
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
、

市
内
通
話
殻
（
一
8
件
聖
二
・
六

件
）
と
、
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
数
（
一

〇
〇
停
車
三
八
・
五
件
）
の
内
訳
を
示

し
た
も
の
で
す
。
ほ
ぼ
単
数
が
、
か
け

る
側
の
不
注
蕪
の
よ
う
で
す
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
…
・
・

北
九
州
っ
子
は

せ
っ
か
ち
人
間
男

こ
の
裏
で
目
立
つ
の
か
、
柏
手
の
「

応
答
前
に
切
る
」
「
無
音
時
間
中
に
切

る
」
割
合
が
高
い
こ
と
。
全
国
で
も
東

京
と
並
ん
で
ト
ッ
プ
と
い
う
あ
り
が
た

く
な
い
記
録
で
す
。
ほ
ん
の
数
秒
間
の

こ
と
な
の
で
す
が
、
北
九
州
っ
子
も
せ

っ
か
ち
な
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
す
く

に
切
ら
ず
に
、
お
し
薮
秒
は
と
そ
の
ま

ま
待
っ
て
い
た
だ
け
を
？
…
と
願
わ

ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
電
話
稔
の
〝
通
〟
に

な
り
ま
し
ょ
う

種
変
ら
ず
高
い
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を

示
し
て
い
る
の
か
、
な
ん
ら
か
の
ワ
ケ

が
あ
っ
て
「
タ
イ
セ
ル
を
途
中
で
切
る

」
型
が
多
い
こ
と
で
す
。
き
J
と
正
し

く
ダ
イ
ヤ
ル
し
た
自
信
が
な
い
た
め
で

し
ょ
う
。
電
霜
の
ク
七
も
よ
く
知
っ

寄
‥
内
連
一
重

て
お
く
と
、
か
け
そ
こ
な
い
で
時
間
と

お
金
の
ム
タ
使
い
を
せ
ず
に
す
み
ま

す。こ
こ
で
も
う
一
度
、
電
話
上
手
」
の

お
さ
ら
い
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ム
タ
を
追
放
す
る

5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

の
ま
ず
萱
を
確
め
、
メ
モ
し
ま
す
。

㈲
聾
亨
は
メ
モ
を
見
な
か
ら
続
け
て
ダ

イ
ヤ
ル
し
ま
す
。
途
中
五
秒
以
上
あ

く
と
切
れ
る
こ
と
が
お
り
ま
す
。

㈲
タ
イ
ヤ
ル
し
て
呼
び
出
す
ま
で
に
五

秒
か
ら
十
五
秒
の
無
音
時
間
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ

㈲
呼
び
出
し
ベ
ル
は
十
回
（
三
十
秒
）

く
ら
い
が
適
当
で
す
。
長
く
て
も
短

か
く
て
も
迷
惑
で
す
。

㈲
相
手
が
話
し
中
の
と
き
は
、
三
分
待

っ
て
お
か
げ
な
お
し
く
だ
さ
い
。

無
音
時
間
で
な
あ
に

ダ
イ
ヤ
ル
し
終
っ
て
も
、
し
ば
ら
く

何
の
音
も
し
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

時
間
に
し
て
五
秒
か
ら
十
五
秒
く
ら
い

で
す
が
、
こ
れ
は
＜
ク
ロ
ス
バ
ー
V
と

い
う
妓
新
型
変
換
機
か
、
あ
な
た
の
ダ

イ
ヤ
ル
し
た
番
号
を
記
憶
し
て
、
そ
の

番
号
を
さ
が
し
だ
す
ま
で
の
時
間
を
い

い
ま
す
。

故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の

ま
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
に
な
っ
て
く
だ

さい。

ダ
イ
ヤ
ル
意
外
重
な
】

一
カ
所
　
⑨
試
験
科
目
・
口
述
検
査
、
身
籍
注
、
整
犠
盃
な
ど

命
身
体
検
査
の
合
格
基
準
＝
①
身
長
・
ェ
6
歳
未
満
⊥
5
0
㌢

隊
以
上
、
1
7
畿
未
満
1
5
2
㌢
樟
以
上
　
⑪
胸
囲
お
よ
び
体
重
・
身
度
に

応
じ
均
整
の
と
れ
た
胸
囲
お
よ
び
体
重
（
身
長
1
5
2
㌢
㍍
以
上
の
場

合
、
胸
囲
壇
㌢
㍍
以
上
、
体
重
4
3
㌔
㌣
以
上
）
　
⑨
税
力
・
㍍
各
眼
の
視

力
が
、
メ
ガ
、
ス
を
か
げ
な
い
で
1
以
上
　
の
色
袖
・
色
盲
ま
た
は
色
弱
で

な
い
者
　
⑤
、
聴
力
・
珪
常
の
者
　
⑪
歯
牙
等
。
欠
損
ま
た
は
む
し
歯
（

冷
淡
に
し
み
る
軽
度
以
上
）
三
本
以
内
の
著
、
墳
櫻
膿
漏
等
の
病
気
の
な

い
皆
　
①
そ
の
他
o
身
体
健
全
で
伝
染
陸
の
病
気
ま
た
は
慢
能
の
病
気
が

な
く
、
手
足
等
の
関
節
に
醇
醇
が
な
い
者

㊧
合
格
発
表
＝
昭
和
統
率
2
月
上
旬
自
衛
隊
地
為
靂
蔀
に
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
本
人
に
通
知
す
る
。
不
合
格
者
に
は
通
知
し
な
い
。

①
入
隊
＝
陸
上
坐
徒
は
、
昭
和
．
飾
年
4
月
上
旬
、
陸
上
自
衛
隊
少

年
工
科
挙
較
（
神
奈
川
擾
箋
架
憲
）
、
海
上
生
徒
は
、
昭
和
鎧
年
4

月
上
旬
海
上
自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
（
広
島
県
蓋
蔀
江
田
鹿
町
）
、
航

薫
蒸
は
、
昭
和
4
6
年
4
月
上
旬
、
航
空
自
衛
隊
第
四
術
科
学
枝
（
埼
玉

県
熊
谷
苗
大
字
拾
六
間
）
に
そ
れ
ぞ
れ
入
隊
す
る
こ
と
に
な
る

0
　
　
　
　
　
　
0

こ
の
自
衛
隊
生
徒
は
、
現
代
科
学
の
粋
彙
め
た
優
れ
た
装
響
馨

あ
っ
奉
っ
た
め
に
は
、
噂
に
薬
質
の
優
れ
た
若
い
人
た
ち
を
と
い
う
観
点

か
ら
鯛
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

入
隊
後
約
二
年
草
な
い
し
三
年
間
は
、
陸
海
空
各
生
徒
と
も
単
板
ま
た

は
教
育
隊
で
、
一
驚
板
と
同
程
度
の
学
科
と
、
客
種
接
術
の
務
碩
学
を

学
び
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
蒔
門
的
な
技
術
を
習
衝
し
、
卒
業
と
同
時
に
三

皆
に
任
官
、
冬
自
衛
隊
の
出
盛
「
営
「
と
し
て
活
睡
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
教
育
課
浸
樹
に
粛
獲
通
信
教
育
を
受
け
、
課
程
終
了
時
脇
鮫

寧
艶
姿
稔
が
授
与
さ
れ
。


